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◆ぶらんこさんのおはなし会
　8/3 （土）11:00-11:30

◆上映会
　「次郎長三国志」
　8/10 （土）14:00-16:15

◆おはなし会
　8/11・25 （日）14:00-15:00

◆おはなし会
　8/15 （木）11:00-11:30

◆上映会
　「大科学実験１」
　8/17 （土）14:00-14:35

◆子どもの折り紙教室
　8/24 （土）11:00-11:45

◆ 特別上映会
　「ざんねんな いきもの事典」
　8/31 （土）14:00-14:55

ふくちのち夏の
イベント情報を
７月号の 7 ペー
ジで詳しく紹介
してます。ぜひ、
ご覧ください！

あなたの知らないレトルト
カレーのアレンジレシピ
一条もんこ／著（扶桑社）

ポイント＆スマホ決済&
電子マネー完全攻略ガイド
クレナビ管理人／著（技術評論社）

星空キャンプ
村上康成／作（講談社）

小学生のおもしろ科学実験
身近なふしぎを発見！
キッズ科学ラボ／著（メイツ出版）

NEWウォーリーをさがせ！
トラベルコレクション
マーティンハンドフォード／作・絵（フレーベル館）

ぴたっ！
よねづゆうすけ／作（講談社）

夏めし100
高橋雅子／著（池田書店）

育休刑
デ

事
カ

似鳥鶏／著（幻冬舎）

【8月の休館日】

 1 日（木）　６日（火）13 日（火）

20 日（火）27 日（火）

毎月１日・毎週火曜日は休館です。

★10月から開館時間は10時～18時

身近に住む野鳥を写真と俳句で観賞しよう

夏の企画展「里山の野鳥たち」
　筑豊地区に生息する野鳥の魅力
を多数の写真と俳句で表現します。
日時▲８月17日 （土）
　　　 　 ～ 31日 （土）
展示場所▲1階 企画展示室 ▲日本に住む野鳥の種類は約600種以上。

透明な樹脂をUVや日光で硬化して
作るレジンアクセサリー。その手軽
さでハンドメイド作家を中心に人
気が広まっています。ぜひ、この
機会にDIYに挑戦してみませんか。

開館から2年が経過した現在の利
用状況を見直した結果、10月から
閉館時間を変更します。利用者の
みなさまにはご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

ハンドメイド界でじわじわと人気上昇中！

かざりづくり～レジンを使って

ふくちのちから大切なお知らせです

閉館時間の変更について

日時▲８月14日 （水）
　　   13：30 ～15：00
            ※材料がなくなり次第終了

場所▲1 階 ものづくりラボ

 翌月のイベントを少しだけ紹介！

来月のふくちのちは…！？
●ドライフラワーのリースづくり ● 田川地区人権パネル展

※内容は変更になる場合もあります｡ 詳しくはお問い合わせください｡

10月からの開館時間は、

10：00～18：00
今後もふくちのちを

お願いします！
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▶幼い頃、強風に吹かれて
田んぼに落ちた経験から苦
手意識のあった農業ですが、
Ｐ14・15「フクチカラ人」で
山口会長の取材を進めるう
ちに農業の奥深さを知り、
今では農業体験してみたい
と思うまでに。「自分に限界
を作らなければ、まだまだ
自分を刺激してくれる世界
がある」のだと、しみじみ
感じた８月号でした。（藤本）

●伊方・金山遺跡で発掘された
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▶今月でまた一つ年を重ね、
迎えた節目の年齢。少しだ
け将来のことを考えるように
なりました。特集で取り上げ
た、福智町のこれからを左
右する大きな動き。当たり前
のように過ごすこの町も、合
併時には驚きがあったことを
覚えています。これから先の
何十年、町のために何がで
きるのか、もう一度深く考え
てみようと思いました。（田代）

縄文時代、 狩猟時などに使用

する矢の先端に付けていた石鏃。

福智町では、 伊方・金山遺跡で

発掘されました。 調査の結果、

佐賀・大分県の黒曜石で作られ

ていたことが判明。 約8,000～

2,000年程前から遠方との交易

があった証の貴重な出土品です。

縄文時代から遠方との交易があった証
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